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1.ほ じめ に

ア ンテナ 。伝播研究専門委員長を筆者が務めたのは 1 9 7 1 年4 月 か らであ ったが,  その年の 9 月 始めに東

北大学を会場 とする 1 9 7 1 年ア ンテナ 。伝播国際シンポ ジウム ( l S A P ) が 開催 された. こ れ に関連 して

l E E E と の連絡が密にな り,  結局,  その翌年 G …A P 東 京支部が創段 されるに至 った。 この間の状況を,

消えかか った筆者の記憶 と,  探 し当て得た資料に基づいて若干述べて見たい.

2 .  i C M c i と i s A P

戦 後わが 国で開かれた国際学会でア ンテナのセ ッションが設けられたもの と しては,  1 9 6 4 年に東京 で開

かれた l C M c i  く マイ クロ波 。回路理論 ・情報理論国際会議 ) が 最初であ ったが,  本専門委員会が事実

上主催 した もの と しては, 1 9 7 1  i S A P が 初めてであ った。 これは散 内田英成博士が中心 となって開かれ

たもので,  喜連 川,  永井両 氏が幹事を務めた。 現在ではこれが第 1 回 l S A P と 呼ばれ るようになってい

るが,  当時 と しては,  これが継続的な ものになり得るか どうかは全 く考慮の対象外のことであ った. 分 野

の広過 ぎた i C M C I は 一 回限 り継続せず,  分野別 に分割 された形で発展的に引継がれる趨勢 となって行

つた。 l S A P は そ の一 つ であ ったと考え られる.

3 . 1 9 7 1  i S A P 開 催 の舞台裏

1 9 7 1  i S A P は 東北大 学の電気系 の議義室を主会場 として開かれることが決ま り, 開催地側 の実務を担

当す ることにな った筆者等 は,  1 9 6 8 年春頃か ら,  会場 の確保,  関連イ ベ ン トの計画,  その他 の準備を開始

し,  仙台側実行 委員会で諸計画 の検討を行 った. 一 方,  全く偶然 であ ったが,  1 9 7 0 年1 月 か ら,  当時の電

子通信学会論文委員会に地方委員会の制度が発足 し,  電磁波関係 の委員数名が毎月 1 回 東北工大 の内田学

長室 に集ま って,  査読 した論文 の採否を検討することにな った。 この委員会終了後の時間は,  i S A P の

計画 推進のための意見交換 の場 として大変有効であ った. こ のよ うに して十分検討 して得た計画 のもとに,

開催 日の約半年前か らヽ 従職員を 2 名 確保 して登録,  庶務 その他 の事務を担当させた。 その結果,  仕事 は

順調 に進捗 した. 所 が,  開催 日が 目前 に迫 って来た頃から些細な支障が続出するようにな った。 何れ も当

方だけの責任 によるもので はな く,  交渉先,  依頼先,  発注先等の相手方が この種の行事 に不案内であ った

ことに起因する と言 えるものが大部分 であ った。 勿論 これ らは,  最終 的には我 々が不馴れでそれ を予測で

きなか った という責任を免れ得 るものではなかった, こ れ らの処理は,  結局,  予定外の時間 と手 間が必要

とな り,  そのためには実行委員会 と全 く関係のない,  自分 の研究室のメンパーに無理を言 つて頼み込むよ

り他 はなか った. 特 に開会 の前 日には徹夜 に近い状態で手伝つて賞い,  そのお蔭 でようや く準備が完了 し

た という次第であ った, 最 後 に頼 りにすることができたのは自分 の研究室のメ ンパーであ ったことを思 い

出 し,  その献身 的な協力 と援助 に対 して今 も深 く感謝 している.

* 東 北 大学 名 誉 教 授,  東北 工 業 大 学名 誉教 授 ・顧 問,  松下 通信 仙 台研 究所顧 問 ( 非 常勤 )



4 .  l E E E  G ― A P と の接近

1 9 7 1  l S A P の 広 報 活 動 の一 環 と して,  I E E E  G ― A P の N e w s l o t t e r の1 9 6 9 年5 月 号 に ア ナ ウ ンス

メ ン トを掲 載 して貰 って以 来 , G ―A P に 我 が 国で の活 発 な研究状 況 を 宣伝 す るた め,  当研 究 会 で の発 表 論

文 名,  発表 者 名 等 を H o w s i e t t e r に無 料 で掲 載す る よ う組織 委員会 の暮 連川幹 事 か ら度 々依 頼 した。 そ の大

部 分 は時 々 ま とめ て掲載 され た よ うで あ った。 I S A P 終 了後 筆 者 よ りそ の掲 載 の以後 の取 り扱 いにつ い

て相 談 した 所,  E d i t o r から大変 厳 しい否定 的な質 問が 返 って来 た ので,  結局,  これ は以 後 と り止 める こ と

に した. さ て,  1 9 7 1 年の G ―A P  P r e s i d e n t はC . T . T a l であ ったが,  同氏 は i S A P に 論 文 を提 出 しそれが

採 択 され て 発 表 予 定 にな って いた。 所 が そ の直前 にな って 出席 で きな い 旨の連 絡 が あ り,  その取 り扱 いが

筆者 に一任 され た。 そ こで筆者 は虫 明研 出身 の J . R . M a c D a u g a l ( ォクラホ マ州立大 学 ) に代 読 を依 頼 して発

表 を無事終 え た。 これ に関 す る連絡 そ の他 で何回 か文 通 を したが,  その 中で 筆者 は , 機会 を見 て G ―A P 東

京 支 部 を創 設 した い 旨を伝 え た. P r e s i d e n t の立 場 に在 った彼 は,  早速,  創設 関係 の I E E E  8 ン l a w の コ

ピー を同封 して,  その手 続 きを進 め る よ う激 励の手 紙 を よ こ した. 同 氏 とは 1 9 5 4 年以 来 親 交 の あ った筆 者

は,  これが 良 い機 会 か と考 え る に至 った.

5 。 l E E E  G ― A P 東 京 支部 の創 設

上 記 の よ うな 経緯 によ り,  筆者 はア ンテナ 。伝 格 研 究専 門委 員長 の 立場 で,  幹事 と共 に創 設事 務 を担 当

した い と考 え , 船川幹 事 の賛成 を得 た。 そ して同幹事 に国 内 の G “A P 所 属 者 名 簿 の整備 を お願 い した. 筆

者 は それ に基 づ き主 要 メ ンパ ー による P e t i t i o n  F o r m への署 名 を 集め る た め,  書式 を仙 台 か ら,  東京 , 伊丹,

名 古 屋 へ と持 参 し,  計 1 4 名分 ( 1 2 名以 上 必 要 ) を 集 め た. こ の よ うに して書 式 を整 えて 発送 し得 た の は

1 9 7 2 年3 月 7 日 で あ った。 そ して同年 5 月 1 5 日付 で正 式 の認可 が あ り,  筆者 が i n t e r i m  C h a i r m a n として記

録 され た。 そ こで,  筆者 は船 川 幹事 を i n t e r i m  S e c r e t a r ンに指名 し新支 部 が 発 足 した。 C . T . T a i の後任 の J .

B . D a m e n t e から は祝 い の手 紙 が届 いたt 参 考 のた め発足 当 時 の役 員名 を第 1 表 に示 す.

年

1971

1972

1973-74

1975-76

1977

虫 明康 人

船 川謙 司

永 井  淳

幹  事

( 虫明 。船川 )

船 川 謙 司

船川 謙 司

永井  淳

武市 吉博

第 1 表  I E E E

委 員 長    富 J 委員 長

創 設 準 備 事 務 開 始

虫 明 康人

喜 連 川 隆

虫 明康人

船 川 謙 司

G いA P 東 京 支 部創 投初期 の役 民表

備   考

P r e s i d e n t  C . T , T a l の支 持 。激 励

5 月 門 日設 置 認 可,  会 員 数 1 7 0 名

1 9 7 3 年9 月 G ―A P は A P ― S と な る

会 員 数 1 9 0 名

G …A P 東 京支部 の会合以外の最初 の活動 として,  筆者担 当で内田先生をフ ェロウに推薦 した. そ れ は

1 9 7 3 年4 月 であ ったが,  誠に残念な ことに先生はその 6 月 に逝去 された。 筆者はかな りの労力をかけてす

べての手続 きを終えた所であ ったので,  種々考えた末そのまま成行を見守 ることに した。 幸 い年末には,

選 に入 った とい う知 らせがあ ったが,  I E E E へ のお詫び とお礼 の手紙の書 き方 には,  大変苦 労 したこと

を思 い出す。

6 .  むすび

以上,  筆者 が専 門委員長 を務 めた頃の,  委員長 としての 日常業務以外の仕事の中で最 も強 く印象に残 っ

ている, 1 9 7 1  1 S A P の 開催 と,  それ に伴 って派生 した I E E E  G ― A P 東 京支部 の創投 について述べた。

これ らの業務を大過 な く処理することができたのは, 専門委員会幹事および G ―A P 幹 事 を努 めて下 さつた,

船川謙司,  永井 淳,  横井寛,  並びに故宇 田宏各氏のご努力のお蔭であ り,  また,  安達二郎教授 は じめ虫明

研究室関係者の強力 なパ ックア ップの賜物である. さ らに,  当時の専 門委員他関係各位 のご協力 に負う所

もまた大であ った。 ここに深 く感謝の意を表すと共に,  アンテナ ・伝播関係各位 の今後 の一層の ご活躍を

祈念 して網筆す る。


